
（敬称略）

◇お世話になります。 田辺はまゆうＲＣ 廣畑様

◇子どもＮＰＯ和歌山県センター 岡本 瑞子様

をお迎えして。

藍畑・後藤・橋本・本田・木村・小山・丸山博・

中川・野村・佐田・竹村・谷中・玉置・上原・

早稲田・吉田

◇米山奨学生 権梅紅様を宜しくお願いします。

坂本

◇お花頂きます。 安井

■本日のお客様は、子どもＮＰＯ和歌山県センター

センター理事長 岡本 瑞子（おかもと みつこ）

様です。後ほど宜しくお願い致します。

■本日のもう一人のお客様は、米山記念奨学生の権

梅紅（ケン バイコウ）さんです。カウンセラーは

畔田 実君です。

■4月13日(土)米山奨学生・カウンセラー オリエンテー

ションが開催されました。カウンセラーの畔田実君、

出席ご苦労様でした。

■4月13日(土)、米国で開催される「2013年規定審議会」

に出席の米田代表議員の壮行会に、地区委員の坂本

正人君と平野好史君に出席していただきました。ご

苦労様でした。

■4月16日(火)龍神プロバスクラブ創立7周年記念大会

へ出席して参りました。

■4月18日(木)田辺ＲＣ創立60周年記念例会へ出席して

参ります。

■4月10日の定例理事会の報告を致します。

◎出席義務免除の件(福留君、内芝君、宇都君)…承認

◎3月13日の出席義務免除の件(橋本君、佐田君)…承認

◎3月13日の葬儀での受付等をメークアップとする件

…承認

◎南方熊楠顕彰会 会費納付について…承認

■例会日時変更

◎田辺はまゆうＲＣ

4月23日(火)→ 4月21日(日)18：30～

場所：シティプラザホテル＜家族親睦例会＞

4月30日(火)→ 休会

◎田辺ＲＣ 5月 2日(木)→ 休会

◎御坊東ＲＣ

5月 1日(水)→ 4月29日(祝日)午前10時～

場所：国際海岸クリーンアップ（煙樹ヶ浜）
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会員数 義務免除 欠席者数 本日出席率

52名 6名 11名 76.09％

4月3日修正出席率 93.62％

司会者

唱 歌

橋本 隆 会長

出席報告

田辺東ロータリークラブ週報

“ 花 ”

野村 憲司 君

会長報告
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◎有田ＲＣ 5月 2日(木)→ 休会

◎海南西ＲＣ 5月 2日(木)→ 休会

◎和歌山東ＲＣ 5月 2日(木)→ 休会

■メークアップ

◎4月13日(土)

米山・カウンセラー オリエンテーション 畔田君

◎4月13日(土)

「2013年規定審議会」出席の米田代表議員の壮行会

坂本君・平野君

◎4月16日(火)龍神プロバスクラブ創立7周年記念大会

橋本君

■回覧

◎週報「橋本ＲＣ」

◎「シーカ96号」「ハイライトよねやま157号」

◎「英語版ロータリアン4月号」

◎「ロータリー補助金ニュース」

◎ガバナーエレクト事務所より

「2013～2014年度のための地区協議会開催について」

◎ガバナー事務所より「第32回青少年・ライラ研修セミ

ナーの御礼」と「修了証」

◎「第23回 日本ロータリー親睦ゴルフ 北海道大会の

ご案内」

中国 吉林省出身 ２６歳

和歌山大学 経済学研究科 市場環境学専攻

電話でつながる心の居場所チャイルドライン

全ての子どもたちが豊かに育つ地域社会を目ざして長

年活動しています。

主な活動は子どもたちの声を聴くチャイルドラインです。

チャイルドラインで子どもたちの声を聴く中から乳幼児

期からの子育て支援が必要と感じ、親と子の居場所「キッ

ズステーション」を始めました。

そしてみえてきたのが外に出られない子育て中の親たち

が子育ての悩みや愚痴を言える場、ママパパラインの必

要性です。

また元気な子どもたちだけでなく入院中の子どもたちと

付き添いの親御さんたちに笑顔を届けたいという思いで

小児科病棟にアートを届ける活動をしています。

チャイルドラインわかやまの活動についてお話させて

いただきます。チャイルドラインというのは１８才まで

の子どもがかける子ども専用の電話です。

相談電話ではなく、何を話してもいい愚痴であっても日

常生活の些細なこと等、誰かと話してみたいな～と思っ

た時にかけられる電話です。

1970年代にヨーロッパで始まりました。イギリスでは

チャイルドラインの番号を知らない人はいませんが、日

本ではまだまだです。日本では1998年に始まり、和歌山

では1999年に始めました。（日本で４番目ぐらい）

きっかけは1990年代半ば、子ども同士が被害者になった

り加害者になってしまったりするような出来事、いじめ、

自殺、暴力等、わたしたち大人の想像をはるかに超える

出来事がたくさん起こっていました。生きづらさを抱え

て苦しむ子どもたちの本音、心の叫びをききたい。子ど

もが本来持っている力を信じたいと思ったからです。

子どもが豊かに育つ環境を作るのは大人の責任です。

日本では聞き慣れないチャイルドラインですが、子ども

たちにとっては電話でつながる心の居場所であると思い

ます。

電話だから話せる、顔が見えないから話せる、知らない

人だから話せる。

日本全国で４６都道府県で夕方４時～９時までという限

定はありますが、いつでもかけたい時にかけられる18才

以下の子どもだけがかけられる子ども専用の電話です。

子ども専用ということがとっても大事でそれは、100％

子どもの側に立つということです。子どもの気持ちに寄

り添い、共感するということです。

岡本 瑞子（みつこ） 様
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米山記念奨学生
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権 梅紅（ケン バイコウ） 様
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チャイルドラインは子どものための電話ですから、もちろ

ん子どもが主人公です。

子どもの主体性を奪わないで子ども自身が考えたりサポー

トしていくことを大切にしています。しかし大人が答えを

出してしまうこともあって、しまった！と慌てて「そうい

う風に考えてみてはどうかしら？」と付け加えることもあっ

たり、聴く人は努力しています。大人はついつい長く生き

てきた経験から価値観が固まっており、指示や説教、助言

をしたくなってしまうんです。

なんでもかんでも子どもの言うことをきくのかという人

もいますが、例えば社会的に許されないことに対しては理

解や共感は出来なくても、そこにいたらざるを得なかった

気持ちを聴くことはできます。辛さをわかってあげられま

す。自分の気持ちを真剣に聴いてくれる人がいるというこ

とが人への信頼を育てていくと私は信じます。人を信頼で

きるということは人間としての土台づくりとしてとっても

大切なことです。とにかく100％子どもの側に立つことを

心がけています。それは子どもの声を聴くことで、子ども

自身を丸ごと受け止め、子どもの心の解放、子ども自身の

持っている力を育てていくことを目的としています。

子どもたちが安心してかけられるために子どもたちと約

束していることが４つあります。秘密はまもるよ。名前は

言わなくていいよ。どんなことでも一緒に考えるよ。切り

たくなったら切っていいよ。

子どもたちの声を聴くのは誰でもいいという訳ではない

んです。研修をうけ、子どもの気持ちを受け入れ、最後ま

で子どもの話を聴ける人でなければなりません。自分がしゃ

べってしまったり、教えてあげるという気持ちの強い人は

失格です。チャイルドラインは子どもの声を聴くボランティ

アの方なくしては成り立ちません。

夕方４時～９時 無償のボランティア、交通費も駐車場台

も支払ってあげられない現状に私は心を痛めています。そ

の上に「チャイルドラインで子どもたちの声を聴いていま

す」と、世間には公表できない、あくまでも隠れたボラン

ティアなのです。未来ある子どもたちのために時間をつくっ

て、寒い日も暑い日も雨の日も、仕事で疲れていてもかけ

つけてくれて頑張ってくれています。和歌山は、毎週金曜

日に実施していますが、１回に７０件（５時間）、年間5,

000件の電話を受け止めています。受話器を置くと、すぐ

に鳴ってくる状態です。

中にはもう聴きたくないという内容のものや、怒られるも

のもありますが、子どもたちの次の一歩につながると信じ

て皆さん聴いてくれています。

そんな中に大人が子どもをよそおってかけてくることがあ

ります。その時間は子どもがかけてもつながらないんです。

私は本当に許せないんです。私たち大人がこんなに子ども

たちが生きづらい社会を作ってしまったのに、まだ子ども

たちの邪魔をするの？せめて４時～９時の５時間、子ども

のための電話ぐらい子どもに保障してあげてよ！と言いた

くなります。

知らない人にしか話せない、ということが子どもが抱え

ている大きな問題ではありますが、チャイルドラインは知

らない人に聞いてもらうことで次につながる一歩となって

います。

（例）いじめに関するもの

・いじめられている子ども－学校に行きたくない、

親には言いたくない、なぜなら心配をかけるから。

親に話してもちゃんと聞いてもらえないから。

親に言っても解決しない

・・・むしろ騒ぎが大きくなるだけだから。

・いじめられるのではないかと不安な子

・いじめをみているだけのいやな自分

・友だちだったのにいじめる側に入ってしまった

つらさ。そして、私たちなんでこんなことして

しまうんだろう。

子どもたちは聴いてほしいんですね。話を遮らないで最後

まで聴いてほしいと思っています。

いじめられている子どもの場合

やっと打ち明けてくれた子にそのぐらい大したこと

ないから気にしなくていいよ頑張ってね。という励

ましはもっての外です。辛かったね、よくがんばっ

たんだね、勇気を出してよく話してくれたね、どう

したらいいか一緒に考えようか、あなたの近くにあ

なたの話をきいてくれそうな人が誰かいないかな～、

「いない」よく考えてみてあえて言うなら前の担任

の先生かな。。。なんで気がつかなかったんだろう、

話してみます。

というように自分でどうしたらいいか気づいていきます。

・嬉しいことでもいいですか

・なにを話そうかなー

・ちょっとかけてみたかっただけ

・寂しかったから

・今、誰もおうちにいないの

一見なんでもない電話ですが、これからも子どもの姿が

見えてきます。話さない子ども、話せない子ども、コミュ

ニケーションをとれない子どもとよく言われますが、子供

たちは何度も聴いてもらうことで自分の気持ちを話せるよ

うになるのです。きいてもらう経験を積み重ねて人の話が

きけるようになっていくのですが、私は子育て支援をする

中で小さい頃からきいてもらう経験が少なく常に「ああし

なさい、こうしなさい」とか答えをすぐに親が出してしまっ

たり、正論を先に言われると言い返せないという状況を繰

り返してきたりして成長してきた結果、自分の気持ちを話

すことが下手になってしまったのではないかと思います。

私は電話の限界ということを感じています。事実かどうか

確認できないという電話の限界を押さえて、最大限一緒に

考えることしかないんです。電話の向こうに起こっている
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こと、起こそうとしていることに関わることはできません。

でも一緒に考えることができる。それしかありません。

（例）親にあんたなんか死んでしまえと言われた。

死にたい。包丁で首を切ったら死ねますか？

・・・最初から正論、「死んだらダメ。

命は大事よ」とは言いません。

① つらさを受け止めることからはじめ、死ぬという

ことから離れてもらいたいので日常的な会話をさ

らっとする。

② お腹がすいたのでごはんを食べたい、と電話の途

中でご飯を食べて、最後に

③ お父さん、お母さんが帰ってくるのがいつも遅い

ので寂しいことを話す。

④ 死ぬと思いつめていたことが現実の自分に戻って

元気に「ありがとう」と言って電話は終わりまし

た。

チャイルドラインは全国的には子どもたちがお金のこと

を心配しなくてかけられるようにフリーダイヤルでかける

ことができます。チャイルドライン議員連盟があり、全国

的な企業の寄付等で年間1800万円の電話代で成り立ってい

ます。私たち地域は和歌山の子どもたちにかけたい時にか

けられるチャイルドラインの番号を書いたカードを届けて

います。15万枚必要です。カードは子どもたちにとってお

守りのようなものかもしれません。世の中の大人の人にも

子どもたちに寄り添うチャイルドラインがあるんだと知っ

てもらうためにポスターも必要です。県内全ての学校はも

ちろん、子どもたちの目につく場所にポスターを貼らねば

なりません。そして電話をかけてくる子どもたちの声を受

けとめるボランティアの方なくしてはチャイルドラインは

成り立ちません。私は何の見返りもない、むしろ隠れてい

なければならないボタンティアの方たちにせめて交通費補

助ぐらいは差し上げたいし、ボランティアの方の人材育成

等研修のための経費もなんとかしたいと思っています、本

当に地味だけど、子どもの未来に関わるとっても大事なも

のと思っています。

次の世代を担ってくれる子どもの未来を考えるのは大人

の責任です。子どもたちの心に寄り添い、今を受け止めて

いくことで子どもたちの命を守り、安全で安心して暮らせ

る未来を作っていく支援をしたい、これからも研鑽をつん

でいきます。

子どもの権利条約にうたわれている子どもの最善の利益を

実現するために子どもの声をしっかり受け止めていきたい

と思っています。

チャイルドラインわかやまをなくさないで継続していくた

めのご支援・ご協力をよろしくお願いします。年間基本的

な経費が５０万円かかります。子どもたちのための寄付文

化が当たり前になったらいいなと思っています。ご清聴あ

りがとうございました。
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